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十
一
月
二
十
四
日
、
最
高
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

ふ
れ
あ
い
広
場
を
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
岡
山
県
警
察
音
楽
隊
の
素
晴
ら
し

い
演
奏
で
、
例
年
よ
り
30
分
早
く
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
運
動
場
で
は
、
各
地
区
・
団
体
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
テ
ン
ト
村
に
人
が
あ
ふ
れ
、
ふ

れ
あ
い
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
文
化
教
室
な
ど
の
活
動
が

発
表
さ
れ
、
体
育
館
で
は
、
各
教
室
や
小
学
校

全
児
童
の
作
品
な
ど
の
展
示
発
表
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
鑑
賞
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
興
譲
館
高
等
学
校
の
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
熱
気
と
、
有
志
の
カ
ラ
オ
ケ

の
美
声
で
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
準
備
か
ら
終
了
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
分
野
で
ご
協
力
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
と
、
開
催
に
ご
協
賛
賜
り
ま
し
た
町

内
企
業
・
有
志
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
参
加
い

た
だ
き
広
場
を
盛
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　

（
文
化
部　

賀
山
昌
子
）

２０１３２０１３ふれあい広場！ふれあい広場！
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第
36
回
西
江
原
町
納
涼
盆
踊
り
大
会

を
、
八
月
十
三
日
立
戸
公
園
で
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
公
民
館
、
子
供
会
、
文
化
教

室
な
ど
踊
り
連
23
団
体
総
勢
４
０
０
人
近

い
踊
り
子
で
や
ぐ
ら
の
周
り
は
４
重
の
輪

で
い
っ
ぱ
い
に
う
ま
り
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
す
ぎ
、
地
踊
り
保
存
会
の
音

頭
で
踊
り
の
始
ま
り
で
す
。
色
と
り
ど
り

の
ハ
ッ
ピ
で
、
地
踊
り
、
レ
コ
ー
ド
曲
な

ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
の
花
火

の
打
ち
上
げ
や
、
７
地
区
と
消
防
団
の
特

色
あ
る
出
店
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
大
会
役
員
ま
た
関
係
各
位
の
み

な
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
体
・
レ
ク
部
長　

金
島
孝
和
）

　

十
月
二
十
七
日
、
第
２
回
西
江

原
町
親
睦
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
、
西

江
原
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
の
方
々
の

協
力
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
十
二
月
開
催
で
た

い
へ
ん
寒
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
は
こ
の
時
期
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
、

よ
い
ふ
れ
あ
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
小
学
生
な
ど
の
参
加

チ
ー
ム
が
増
え
る
よ
う
、
西
江
原

に
ペ
タ
ン
ク
を
普
及
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

成
績
は
下
記
の
通
り
で
し
た
。

　

第
51
回
井
原
市
民
体
育
祭

が
、
十
月
六
日
井
原
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
前
日
は
雨
模
様
で
心

配
で
し
た
が
、
当
日
は
素
晴
ら

し
い
秋
晴
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
前
回
大
会
と
同

じ
く
中
学
生
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

女
子
が
１
位
、
親
子
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
で
は
男
女
共
に
２
位

を
獲
得
し
、
苦
戦
し
て
い
た

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
で
も
上
位
に

入
賞
す
る
な
ど
選
手
の
み
な
さ

ん
の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
他
の
競
技
で
の
得
点
の

伸
び
悩
み
な
ど
も
あ
り
、
結
果

的
に
９
位
と
い
う
成
績
に
な
り

ま
し
た
。

　

「
ホ
イ
！
ホ
イ
！
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
！
」

子
ど
も
達
の
元
気
の
よ
い
掛
け
声
が
、
夕

闇
の
空
に
響
き
ま
す
。

　

第
39
回
井
原
夏
ま
つ
り
が
、
八
月
三
日

井
原
駅
前
通
り
で
開
催
さ
れ
、
西
江
原
幼

児
園
は
、
公
民
館
長
様
の
ご
厚
意
で
、
地

域
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
楽
し
く
踊
ろ

う
！
」
を
合
言
葉
に
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
当
日
は
、
親
子
と
職
員
で
１
４

０
人
を
超
え
る
人
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。

練
習
へ
の
参
加
、
現
地
へ
の
送
迎
な
ど
で

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ご
迷
惑
に
な
る
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
笑

顔
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
江
原
幼
児
園
の
子
供
た
ち
と
保
護

者
、
そ
し
て
職
員
は
心
に
残
る
思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
幼
児
園
長　

青
江
淳
子
）

井原市民体育祭ペ
タ
ン
ク
大
会

個人戦の部

優　勝　３部Ａチーム

準優勝　３部Ｂチーム

　

来
年
度
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
競
技
と
な

り
ま
す
が
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
返
り
咲
き

と
上
位
進
出
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
、
役
員
の
み
な
さ
ま
、
大
変
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
・
レ
ク
部
長　

金
島
孝
和
）

納涼盆踊り大会納涼盆踊り大会

井
原
夏
ま
つ
り

井
原
夏
ま
つ
り

団体の部

優　勝　３部

準優勝　１部

３　位　４部

４　位　２部
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去
る
九
月
十
日

に
、
西
江
原
公
民

館
・
西
江
原
小
学

校
共
催
に
よ
る

「
教
育
講
演
会
」

が
、
公
民
館
集
会

室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
の

講
師
は
、
雑
誌
「
オ

セ
ラ
」
編
集
顧
問

青
山
融
先
生
で
し

た
。
先
生
は
Ｒ
Ｓ

Ｋ
ラ
ジ
オ
「
は
ま

い
え
サ
タ
デ
ー
」

に
出
演
さ
れ
て
お

り
、
ご
存
知
の
方

も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

活
動
は
、
毎
月
第
１

火
曜
日
10
時
か
ら
11
時

20
分
。

　

「
笑
い
ヨ
ガ
」
と
は
、

　

二
〇
二
〇
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
地
が
東
京
に
決

定
さ
れ
た
九
月
八

日
、
西
江
原
町
敬

老
会
が
自
治
会
、

公
民
館
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
最
高

齢
の
畝
川
様
を
は
じ
め
７
６
３
名
の
敬
老
対
象
者

に
敬
老
会
の
ご
案
内
を
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当

日
は
、
１
２
０
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
豊
か
な
時
代
を
築
い
て
来
ら
れ
ま
し
た

敬
老
者
の
輝
く
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
全
員
に
よ
る
『
ふ
る
さ
と
』
の
歌
声
は
、「
私

た
ち
は
ま
だ
ま
だ
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
婦
人
会
は
、
明
日
に
繋
が
る
勇
気
と
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
あ
ら
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
婦
人
会
長　

猪
原
俶
江
）

　

「
岡
山
弁　

再
発
見
」
と
題
し
、
岡
山
弁

の
魅
力
や
言
葉
の
説
明
を
楽
し
く
明
快
に
分

か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
言
葉
が
岡
山
弁
だ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」「
結
婚
し
て
岡
山
に

来
た
の
で
、
岡
山
弁
を
理
解
す
る
の
に
苦
労

し
た
。
」「
標
準
語
に
比
べ
、
岡
山
弁
は
と
て
も

味
が
あ
る
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
普

段
使
っ
て
い
る
岡
山
弁
を
再
発
見
し
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
改
め
て
好
き
に

な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

「
オ
セ
ラ
」
で
す
が
、
「
お
せ
」
は
岡
山
弁

で
「
大
人
」
で
、
「
ら
」
は
複
数
形
で
、
「
オ

セ
ラ
」
は
「
大
人
達
」
と
い
う
意
味
で
す
。

（
教
養
部
長　

佐
能
啓
弘
）

　

十
一
月
十
七
日
、
西
江
原
町

第
46
回
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

☆
大
会
成
績　
　
（
敬
称
略
）

ク
ラ
ス

優
勝

第
二
位

第
三
位

敢
闘
賞

Ａ

猪
原
茂
隆
藤
井
伸
文
川
上
忠
恒
森
山
重
夫

Ｂ

大
山
茂
樹
大
山　

隆
猪
原
脩
而
西
山　

均

囲
碁
大
会

笑
い
ヨ
ガ　

に
っ
こ
り
ク
ラ
ブ

笑
い
ヨ
ガ　

に
っ
こ
り
ク
ラ
ブ

笑
顔
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
体
操
）

し
な
が
ら
、
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

取
り
入
れ
て
い
る
誰
で
も
で
き

る
健
康
法
で
す
。
ホ
ッ
ホ
、
ハ

ハ
ハ
と
声
を
出
し
た
り
、
笑
っ

た
り
し
て
、
み
ん
な
に
笑
い
が

伝
染
し
、
楽
し
さ
ア
ッ
プ
！
若

さ
も
ア
ッ
プ
！
し
て
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
一
度
、

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　

（
笑
い
ヨ
ガ
主
催　

井
上
京
子
）

文化教室紹介文化教室紹介

教教

育

講講

演

会会

敬
老
会

開
催
‼
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こ
の
度
、
十
二
月
一
日
付
で
次
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
三
年
）

　

民
生
委
員
は
、
地
域
に
お
い
て
、
常

に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
方
々
で
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

　

児
童
委
員
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
が

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

子
供
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安

や
妊
娠
中
の
心
配
事
な
ど
の
相
談
・
支

援
等
を
行
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
の
事
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
新
）
落
合　

晴
光
（
寺
戸
、
神
戸
）

（
前
任　

横
田
由
美
子
）

（
継
）
石
井
由
美
子
（
西
新
町
、
本
新
町
）

（
新
）
森
本　

弘
子
（
東
新
町
）

（
前
任　

片
山　

暉
子
）

（
新
）
大
山　

博
康
（
西
町
）

（
前
任　

原
田　

忠
彦
）

（
継
）
坊
野　

昭
夫
（
東
町
、
中
町
）

（
継
）
川
上　

昌
弘
（
長
谷
、
藤
ノ
木
、

山
本
住
宅
）

（
継
）
相
田　
　

輝 

（
戸
倉
、
才
児
）

（
継
）
椋
本　

延
男
（
賀
山
）

（
新
）
沖
津
三
智
子
（
小
角
）

（
前
任　

齋
藤
ノ
ブ
子
）

○
主
任
児
童
委
員

（
新
）
井
上　

京
子

（
新
）
岡
野
ま
ゆ
み

（
前
任　

落
合
由
紀
子
）

（
前
任　

中
山
由
利
子
）

　

民
生
児
童
委
員
の
方
々
は
、
西
江
原

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
と
し

て
、
毎
月
二
回
行
っ
て
お
り
ま
す
サ
ロ

ン
葵
、
甲
山
を
は
じ
め
、
一
人
暮
ら
し
、

寝
た
き
り
老
人
、
88
歳
以
上
の
方
々
へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
友
愛
訪
問
等
々
一

年
を
通
し
て
各
種
の
活
動
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
月
は
、
一
人
暮
ら
し
、
寝

た
き
り
老
人
へ
歳
末
友
愛
訪
問
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
退
任
さ
れ
る
方
々
に
は
、
長
年
に

わ
た
り
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
活
動
を
始
め
ら
れ

る
委
員
の
皆
様
に
は
、
従
前
に
も
増
し

て
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

（
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

片
山
敏
光
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
紹
介

社
協
だ
よ
り

　

平
成
二
十
四
年
一
月
に
設
立
さ

れ
た
「
西
江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
は
、
今
年
度
、
井
原
市

が
新
た
に
設
け
た
「
井
原
市
が
ん

ば
る
地
域
応
援
補
助
金
」
制
度
を

活
用
し
た
西
江
原
活
性
化
策
を
検

討
協
議
し
て
、
次
の
二
つ
の
事
業

に
つ
い
て
補
助
金
の
申
請
を
し
、

八
月
の
審
査
会
を
経
て
九
月
に
二

事
業
と
も
申
請
額
ど
お
り
の
交
付

決
定
通
知
を
頂
き
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、
今
年
度
は
後
半
期
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
①　
「
甲
山
は
つ
ら
つ
学
園
」

（
補
助
金
額
21
万
円
）

　

十
一
月
現
在
中
高
年
齢
者
受
講
者
21
名

が
受
講
生
で
、
講
演
の
講
座
や
ペ
タ
ン
ク

の
学
習
講
座
、
岡
山
市
へ
の
視
察
研
修
講

座
な
ど
実
施
。
一
月
か
ら
は
小
学
校
児
童

と
昔
遊
び
の
交
流
、
学
園
独
自
の
簡
単
な

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
実
施
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す

②　
「
雄
神
川
流
域
の
自
然
と
環
境
を
護

　
　

る
会
」　
（
補
助
金
額
41
万
円
）

　

現
存
す
る
才
児
と
戸
倉
の
「
ホ
タ
ル
の

郷
」
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
維
持
発
展
と

川
辺
の
除
草
や
清
掃
な
ど
を
実
施
す
る
組

織
を
自
治
会
や
ホ
タ
ル
保
存
会
、
賛
同
者

な
ど
で
設
立
（
水
川
次
郎
会
長
）
。
十
一

月
ま
で
に
川
の
除
草

や
ホ
タ
ル
の
生
態
に

つ
い
て
の
研
修
会
、

会
の
設
立
記
念
「
水

辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
子
ど
も
た
ち
を
交

え
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
放
流
会
な
ど
を
実

施
。
今
後
も
広
く
呼
び
か
け
て
清
掃
活
動

な
ど
を
す
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
次
年
度
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
西
江
原
の
元
気

づ
く
り
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

参
加
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
　

（
西
江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

ま
ち
づ
く
り
報
告


